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１．概要（Summary） 

マイクロパターンを施した基板上で細胞培養を行い、細

胞の状態をコントロールする技術は細胞の力学応答を解

明するために有用であり、多くの実験が行われている。そ

こで我々は、細胞培養時に必要な足場を極限まで小さく

する方法を考案し、微細な格子構造パターンのメッシュ構

造基板を開発した[1]。現在、様々な形状のメッシュ構造

基板を作製し、培養細胞に与える影響の違いを研究して

いる。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

両面マスクアライナー、レーザー直接描画装置、レジス

ト現像装置、ウエハスピン洗浄装置 

【実験方法】 

犠牲層となるゼラチン溶液を塗布したシリコンウエハー

に SU-8 をスピンコートした。続いてフォトリソグラフィーに

より微細な格子構造を描画した。作製したメッシュ基板は、

犠牲層であるゼラチンを湯煎で溶解し回収した。メッシュ

基板のハンドリングのため、カプトンテープで補強し、シリ

コーンスペーサにより浮かせた状態でその上に細胞を播

種して培養を行った（Fig.1）。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

フォトリソグラフィー法により、Fig.2 (top) に示すメッシ

ュ構造基板を作製し、基板の幾何学形状への応答として、

配向を調べた。マウス筋芽細胞株（C2C12）をメッシュ基板

に培養したところ、自己組織化により細胞シートが形成さ

れ、また、メッシュ形状の違いによって細胞配向の有無が

確認された Fig.2 (bottom)。 
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Fig.1 Setup fabricated mesh 
substrate for cell culture. 

Fig.2 Cell alignment on mesh substrate with 
different geometry.  


